
日本検査血液学会静岡支部会則 

＜第一章 総則＞ 

第１条 支部会は、日本検査血液学会（The Japanese Society for Laboratory Hematology：略

称 JSLH）静岡支部と称する. 

第２条 支部会設立には上位組織の日本検査血液学会理事会の承認を得なければならない. 

第３条 支部会事務局は、支部長の下に置く. 

 

＜第二章 目的および事業＞ 

第４条 支部会は日本検査血液学会の下位組織とし、日本検査血液学会の目的および事業活動を

補佐することを目的とする. 

第５条 支部会は上記の目的を達成するため、次の事業を行う. 

（１）支部総会 

（２）講演会、講習会等の学術活動の開催 

（３）その他、本会の目的を達成するのに必要な事業 

 

＜第三章 支部会員＞ 

第６条 支部会の会員は原則として、日本検査血液学会正会員とする. 

第７条 支部会員は、講演会、講習会等の学術活動に参加することができる. 

第８条 支部会に入会するには所定の申込み用紙に必要事項を記載し支部会事務局に提出する.  

第９条 日本検査血液学会の年会費とは別に支部年会費を支部事務局に振り込む事とする. 

会計年度内に年会費支払い請求に応じない場合は、会員資格は失効する。 

 

＜第四章 支部役員＞ 

第１０条 支部会には以下の役員を置く. 

（１）支部長   １名 

（２）副支部長  １名 

（３）事務局長  １名 

（４）会計    １名 

（５）支部監事  ２名 

（６）支部評議員 若干名  

第１１条 支部長、副支部長、事務局長、会計および支部監事は支部評議員の互選により選任す

る. 

第１２条 支部評議員は上位組織の日本検査血液学会評議員および支部評議員会で推薦された会

員で構成する. 

第１３条 役員の任期は日本検査血液学会会則に準ずる. 

第１４条 支部長は支部会を代表し、会務を統括し、必要に応じて評議員会および支部総会を開

催する. 

 



第１５条 支部長は、収支計算および決算、役員人事など主な会務について、支部総会もしくは

その他の方法により会員に報告しなければならない.副支部長は、支部長の会務を補佐し、支部長

に事故あるときは、会長の定める順位により、その職務を代行する. 

第１６条 支部監事は支部会の業務遂行および資産状態の監査を行う. また支部評議員会に出席

して意見を述べることができる.  

第１７条 支部評議員は支部評議員会を組繊し、支部会の運営に必要な諸事項を審議決定する. 

第１８条 役員に欠員を生じた場合には、支部評議員会が必要に応じて役員を選任し、補充する

ことができる. 但し、その任期は前任者の残任期間とする. 

 

＜第五章 支部会議＞ 

第１９条  

（１）支部長は年 1回支部評議員会を開催する. 

  支部評議員会は評議員総数の過半数（委任状を含む）をもって成立し、出席者の 

  過半数の賛否をもって議決とし、それを総会に報告しなければならない. 

第２０条 

（１）支部長は年 1回支部総会を開催する. 

（２）支部総会は会員数の 1／5以上（委任状を含む）をもって成立する. 

 

＜第六章 支部会計＞ 

第２１条 支部会の会計年度は１月１日に始まり、12月 31日をもって終わる. 

第２２条 支部会の年会費は個人会員 1,000円とする. 

第２３条 決算および予算案は日本検査血液学会理事会に報告し承認を得なければならない. 

 

＜第七章 支部会則＞ 

第２４条 会則変更には、支部評議員会の議決を経て、支部総会に報告しなければならない． 

 

附則 

日本検査血液学会静岡支部の会則は平成 21年 10月 3日より施行する. 

日本検査血液学会静岡支部の会則は平成 30年 1月 1日より施行する.（改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表 

 

講師謝礼 

講師謝礼については下記のとおり定める. 

１．教授、准教授級は 50,000円を上限とする. 

２．講師、部長、科長級は 30,000円を上限とする. 

３．上記以外は 10,000円とする. 

※交通費、情報交換会費は実費支給とする. 

  宿泊代は１泊につき 12,000円を支給する. 

※但し、支部役員は講師謝礼を支払わないこととする. 


